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若干の薫は認められるようである・この病濱の主凶解析

については，錮係町村から強い畏撃があ少本場作物保護

部の協力により．主因究明の結果・大長編萎縮病（ウイ

ルス）とビチエウム鞠（糸状餉）の合併症状であること

がわかった．しかしこれら両者の関係については不明でt

今后の研究に俊たわはならない・

第2表　ピール麦現地試験病害調査成播
く営農試　昭・筋）
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占．二条大家の乾燥方法について

ビール麦の収穫期比丁度梅雨研筋になるので・如何に

雨智を享けて良質の麦を生産するかが最終的に間色にな

る．本年のビール麦柊空成績をみると，合格率が闇％（

宮城県）で不合格品の紗％は色沢不艮である・他¢戊0％

第6号

は過度の調製に上る劉皮であるという・このことから考

ぇると如何忙刈顆后の処乳特に軒軋調製が大切であ

るかがわかる．そこで梅雨に入らない中に111簸られる品種

ということになるが・現在の品種で巽えるとなるべく生

育を早めろように栽培（通勤間の早めに梢稗しだけで3

－4日イ立の成熟期忙善がある）し・第8表に簡単な試験

祭3蓑　ビール安の乾燥試験成績

（宮程試　昭．瓢）（抜基）

成績を示したが，たるべくビニール被覆の梨掛を行い（

地千をトり2日行い得る天候であれば理想的である）雨

に置拷ふれるのせ極力うけるよう忙し・乾燥后は過度の

調製による剥皮にならたいよう忙脱穀樺の輿転数を加滅

して〈500－600匡l），早目に調製すべきである・

夜封，通楓乾触軸によるいわゆる按械乾奴については・

今后の研究間鞄で，病車防除と併せて早急に解決すべき

ことで多少．この点がビール麦栽培の直接的を阻害要因

ともなっているので．この点について重点的忙継続研究

してゆきた＼（・

青森県におけ　る　て　ん菓栽培の畑作経営

に　お　け　る　意義に　つ　い　て

佐　々　木　　勝　　華

（田奈県農試）

1．　ま　え　が　き

畑作農業では作目の種類が非常に多く複雑で－　しかも

収益性が低いということは周知の事実である・

その中で．近年国内甘味習源帝政の国家的見地から・

農家の現金収入源として安定した価格のてん葉が・北添

道以外の地域にも導入されて果た・

青森県においても．昭和祈年から奨励され・－饉3・㈱

hHを越す匿いたった・

本稿ではてん菜の経済性を・他の主要を畑作目との比

較を加味し，奨励第一年目の調査結果を報告する・なお

琶科は．昭和祈年てん柔生産費調査で・青森県南部4地

区盟戸の集計結果を利用した・その他詳細止「てん菜の

経済性に関する若干の考察」（酉森県農試踵常資料6号

押年発月）に基づいているので省喝する・

また，てん柴以外の作物に関しては「背森農林水産統

計年報」によった・

2．作付面積．粗収益の年次変化

青森県のてん柴が畑作物の中で・面積的旺どの位筑忙

あるかを示すと第1表の如くである・

作付密横にお小て．夜たれ，大豆，馬鈴薯は群を抜い

ている．しかし最近6カ年間で増加傾向の著しいのは・

てん粟をはじめ，飼料作物．陸稲，夜たねなどであり・

大豆．馬余勢．ひえ，小麦などは漸次減少している・

一方粗収益では．釘年は馬鈴薯が最高で・以下乳牛・
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てん菜，なたね．陸稲の版瀬なっている．

しかし・馬鈴薯においては年次間の収量と価格の変

勤が大きく・これが収益に大きく影響している．また陸

稲は一節年が異常な早魅に見舞われ．収麹皆無のところ

さえ出た・これが粗収益に影皆して減少している．

第1表　音森泉における畑作物の作付変せんり糾立山）

作物　　 年 次
8 2 8 3 3 4 8 5 8 6 8 7
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注　青森農林水産轍†年報（農村錨）上り，（）はクロー′」のみ
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5・　労軸について

時期的に4・5・6月の描産から間引き．中耕除草に

長い労偽の山が続き・11月の収棲時には労働ピークを形

成し・総労加の堤鞄に蓮する・耕うん，姑種作業時間は

総労働の219らであるの忙・間引き，中耕除革の管理作業

だけで亜％を占めてレトる．

管理作業の殆んどが手労働によっていることが，背理

作業時閲のみならず・総分地時間を多くしている原因と
考えられる．

労伽配分上，他作物との融合を鹿家の挙例からみると

畑作地縛では・4月中下旬が徳種作業で忙しく，てん菜

が最初けこ・次いで陸稲．馬鈴薯の播種が行われている．

主として5月中下旬に行われる間引き作美は．下旬の馬

鈴薯の中耕臨写と横合するが，大して間毯ない．また1】

月の収捜期は・他作物の収穫後なので殆んど間垣はない．

ただ寒さや降雪が作業能率を低めている．

水田が経営の中に入ってきている場合は5月中下旬の

田植と第1・2回の間引き作業が競合する．とくに水田

規模が大きい地合．間引きの適期を失する傾向がある．

少んこ地帯では．とくに5月の人工交配と間引き．6

月の摘果，6月下旬から7月上旬の袋かけと中崩除草．

第2表　月乱作業別労働時間（1け－ル当り）　　　　　　（単位　時）
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u月の収極は国光の採収と一緒になる．したがって労力

を要するβんと経営の中へ，てん菜を導入することは労

力的にむずかしいのが現状である．

酪農経営においては，9月上旬のサイ口絵めに一時的

に労働ピークを形成する以外は．労働が也常的であるの

で．労働における著しい交叉はみられない．

てん東の労働を生産費日の中でみるとその割合は歳も

高く，受用合計の亜・7％を占め，肥料費が訂．4努でこれ

に次ぎ，以下毒力受5．8多を占剤受4．7多の版である．

労働費と生産受（第一次）の相幽正体故が0．615で

示される卯く．比例偏向にある．

4・　収益について

粗収益は2▲．瓜4円であるが，粗収益に対する生産費（

第二次）の割合が朗％で示されるように純収益は．8，斬5

円と粗収入の割に少ない・しかし所得では，11，7㌘円（

所得率玩％）と多くなっている．これは逆に言えば．家

族労働費の多いことを示すもので．現在並びに今後の労

力挙情を考えると必ずしも好ましい傾向とはいえない．

わが国のてん兼先進地である北海道の昭和離年の結果

と対比すれば．純収益からみて，土地生産性は殆んど同

じであるにもかかわらず．労働生産性では6割に満た左

現在の経常で利益を得るためには．その下駄収壷吐，

追7‾ル当少生産貨（第二次）17，9甜円，今の会社買入

れ価格をトン当少6，015円として．約3トンである．これ

が不可能であれば．経費を削減する方向をとらればをち

なレ．
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第3表　てん集の収益（107－ル当り）　　　　（単位　円）
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本調査農家は平均説緋 であるが・県全体ではまだそ　 てん菜を土地・労働の生産性の関連において・他の主
の水準に遠く2，510晦である・

てん柔を独立の部門としてみる地合．その収益性は・

根灘（生産物）の価格とそれにかかった経費との収支で

決まると考えるのが妥当と思う・今までもその見地から・

とくに副産物をみなかった・しかし．これを他の瓢門す

なわち酪農経営と結びつけて考えた時・ビ‾トトップを

飼料とし．て評価する必要がある（第3表下段参照）・

だが問題は，てん菜を導入している農家はすべて副産

物を酪農．或は他の畜産と結びつけていないことである・

本調査農家の乳牛飼秦割合はjO界で．飼養廃家一戸当少

成牛頭教は▲鍋であった・
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第1固　青森県の主要畑作目の収益（10アール当り）

注1．てん菜は37各地は最近5カ年の平均数値（但し．陸稲，

乳牛は36年のみ）・
2．てん私陸稲は青森県農試農業経営科調査，乳牛は青森県畜
産旗「牛乳生産錦調査成績」よれ他は「青森農林水産統計年
報」より作成．
3．搾乳1頭当りの飼料畑面棟は払年の「牛乳生産受調査成績」
より60アールとした．

要畑作目との比較を試みたのが第1図である・

てん菜は栽培の日も浅く・最初は経済的に間弘になら

なかったが，昭和祈年になってようヤく主要畑作目の

上位に進出して米たのである・なお第1回は・てん菜の

副産物を飼料として利用した場合である・

5．　事約と問臨点

てん乗は家畜と結びつけて，副産物を利用した場合は

収益性は商いが．家歯との結合がなく単独の部門にある

農家では．所得はあるが純収益は低く．企業性に乏しい

のが現状である．これは費目の点で．肥料費はともかく・

労働費が多すぎるためと考えられる・

純収益の非常に高い農家は，第一次生産費が県の平均

である16．7仙円程度で生産が行われている農家である・

したがって訂年の転乗から，収益からみた生産糞の限界

は．第一次で約16．700円．第二次で約18，（岬あたりと推

察される．

てん菜は栴作を必要とするので，作付は畑地規模に制

約される．また収益も地域差が大きく．長年ひえ，麦・

大豆の作付体系が続き土壌が将薄している地域や地力の

乏しい開拓地のようを所では一般に粗収益が低い状態に

ある．


